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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本研究は、合成高分子の含水量変化が線維芽細胞の接着、増殖、遊走に与える影響を比較検討し、

合成した材料が創傷治癒材料としての有用であることを明らかにしている。また、分子周囲の水和

水の役割を解明するために、タンパク質安定化能を有する浸透圧調節物質の水和量について検討を

行っている。この結果を基にタンパク質や細胞の保存に有効な生体適合性高分子をs合成し、この高

分子が既存高分子や小分子を大幅に上回るタンパク質安定化能を有することを見出している。本研

究で得られた知見は、生体成分と材料相互作用機序の解明だけではなく、再生医療用材料、タンパ

ク質や細胞保存剤としての材料設計において有益なものであり、高分子化学および材料工学の発展

に寄与するところが大きい。よって、本論文は博士（工学）の学位論文に値すると認める。 
 
 
 
 
 
 


